
 

 

■ねらい、出題の内容、今後の学習指導のために 

１地理的分野の問題 

【ねらい】 地図、グラフ、表などの資料から有用な情報を適切に選択して活用する技能や、思考・判断・表現する力

をみることをねらいとする。 

【出題の内容】 （１）東京を中心として表した正距方位図法をもとにアフリカ大陸の位置について思考・判断する問

題と、正距方位図法の特徴である図の中心からみた方位について思考・判断する問題。（２）オーストラリアのキャ

ンベラの雨温図について思考・判断する問題。（３）人口に関する資料をもとにイタリアの人口統計について思考・

判断する問題。（４）エネルギー供給割合を示した資料からサウジアラビアのエネルギー供給について思考・判断す

る問題。（５）ブラジルの鋼鉄生産量の推移を表す折れ線グラフを作図する技能を問う問題と、ブラジルの鋼鉄生産

量と世界の鋼鉄生産量に占めるブラジルの割合の推移を表す資料から思考・判断して表現する問題。 
 

２地理的分野の問題 

【ねらい】 関東地方を題材として、基礎的・基本的な知識や理解の定着をみるとともに、資料から読み取った情報を

根拠として、思考・判断・表現する力をみることをねらいとする。 

【出題の内容】 （１）問題文や写真資料から南鳥島について基礎的な知識・理解を問う問題。（２）関東地方の各県の

キャベツの月別取扱量を示したグラフから抑制栽培について基礎的な知識・理解を問う問題と、グラフの出荷量から

グラフに示した農作物名を思考・判断する問題。（３）国内の主な発電方式別発電電力量の資料から火力発電につい

て思考・判断する問題。（４）東京都内の中央本線沿線の主な駅周辺における住宅地土地価格を示したグラフや駅の

位置を示した地図などの資料から東京都内の土地価格の傾向について思考・判断し表現する問題。（５）神奈川県横

浜市の特徴について基礎的な知識・理解を問う問題。（６）成田国際空港の輸出額・輸入額上位を示した資料からＩ

Ｃ（集積回路）について思考・判断する問題と、日本とスペインの日時や日本とスペイン間の飛行機の飛行時間など

から時差の計算における技能について問う問題。 
 

３歴史的分野の問題 

【ねらい】 古代から近世にかけての時代区分についてまとめた資料をもとにして、日本国内の歴史の概観について基

礎的知識の理解や定着をみるとともに、日本の政治と時代背景を関連させながら思考・判断する力をみることをねら

いとする。 

【出題の内容】 （１）古代・中世・近世・近代という時代区分について基礎的な知識・理解を問う問題。（２）資料に

示した鉄刀が出土した古墳の名称について知識・理解を問う問題。（３）鎌倉幕府成立期のできごとについて思考・

判断して並び替える問題。（４）空海・一遍・日蓮が活躍した時代区分について思考・判断する問題。（５）室町時代

中期の戦乱開始時の対立関係を示した資料から、応仁の乱の名称について基礎的な知識・理解を問う問題。（６）福

島県の江戸時代における大名配置を示した2つの地図資料をもとに、親藩について基礎的な知識・理解を問う問題と、

大名配置の変化から幕藩体制における幕府の大名支配の特徴について思考・判断して表現する問題。 
 

４歴史的分野の問題 

【ねらい】 日本の近現代の政治や外交に関するできごとを中心に、日本と世界の国々とを関連させながら、近代から

現代までの日本の歴史について概観し、多面的・多角的に考察したことを適切に表現する力をみることをねらいとす

る。 

【出題の内容】 （１）問題文や資料から富岡製糸場について基礎的な知識・理解を問う問題。（２）19世紀末から20

世紀前半にかけての朝鮮半島におけるできごとについて思考・判断して並び替える問題。（３）日清戦争と日露戦争

の講和条約の名称やその内容について基礎的な知識・理解を問う問題。（４）対華二十一か条の要求に関する資料か

らドイツの中国進出について読み取り、第一次世界大戦後のドイツに関するできごとについて思考・判断する問題。

（５）日本の国際連盟脱退を報じる資料から日本の国際社会からの孤立について思考・判断する問題。（６）年表や

資料からポツダム宣言についての基礎的な知識・理解を問う問題。（７）沖縄県の一部を示した地図からアメリカ軍

施設について思考・判断して表現する問題。（８）問題文や日本の自衛隊ＰＫＯ派遣における実績をまとめた資料か

らＰＫＯについての基礎的な知識・理解を問う問題。 
 

５公民的分野の問題 

【ねらい】 「日本の経済と私たちの暮らし」というテーマで、経済分野に関する基礎的知識の理解や定着をみるとと

もに、グローバル化の影響や循環型社会の実現に向けた取り組みなどについて、思考・判断する力をみることをねら

いとする。 

【出題の内容】 （１）経済の循環を表した資料や提示した事例から、経済の循環における家計と企業の関係について

思考・判断する問題。（２）ベンチャー企業について基礎的な知識・理解を問う問題。（３）市場経済における需要量

と供給量および価格の関係について思考・判断する問題。（４）産業の空洞化について知識を活用して表現する問題。
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（５）為替相場の変動について思考・判断する問題。（６）循環型社会形成推進基本法についての基本的な知識・理

解を問う問題と、リデュースについての基礎的な知識・理解を問う問題。 
 

６公民的分野の問題 

【ねらい】 「政治と民主主義」、「人権と日本国憲法」を中心に、採決の仕方の長所や短所、日本の選挙制度、地方自

治、基本的人権など、民主主義のあり方に関する基礎的な知識・理解を基に資料を適切に活用して、思考・判断して

表現する力をみることをねらいとする。 

【出題の内容】 （１）採決の仕方やその特徴をまとめた資料から、多数決についての基礎的知識・理解を問う問題と、

採決の違いによる特徴について思考・判断する問題。（２）日本の選挙におけるドント式による比例代表制の議席配

分の計算例をもとに、配分される議席数を資料から思考・判断する問題。（３）日本の地方公共団体におけるしくみ

について思考・判断する問題。（４）男女共同参画社会基本法について基礎的な知識・理解を問う問題。（５）世界の

歴史の中で社会権が認められるまでをまとめた資料から、社会権の成立に関係する事項について思考・判断して表現

する問題。（６）勤労の権利と義務について、日本国憲法の条文について基礎的な知識・理解を問う問題。 
 

■今後の学習指導のために 

  各大問とも、設定された課題やテーマを軸に、基礎的な知識や技能に基づき、様々な資料を活用しながら思考・判

断したことを表現する力をみることを大きなねらいとしている。このことは、学習指導要領において、学習した知識

や技能を有機的に結びつけ、社会的な課題に対処し、解決していく力を育むことを重視していることによるところが

大きい。そのためにも、単元を通したねらいと明確な評価規準を設定し、生徒の主体的・対話的で深い学びにつなが

る活動を重視した学習指導を行う中で、基礎的な知識や技能の着実な定着を図るとともに、資料の活用を通して思考・

判断し、表現する活動を一層充実させることが大切である。 
 

■まとめ 

  上記のとおり社会科の学習指導では、身に付けた知識・技能を、社会的事象に対する課題の解決に向けて活用した

り、応用したりする力を育むことが求められている。このことを受け、今年度も全分野において資料を活用し、思考・

判断・表現することを求める問題を、これまで同様に設定している。地理的分野では、資料の活用能力を重視して、

地図や統計資料の活用をはじめ、世界の地域的な特徴などについて思考・判断・表現させている。歴史的分野では、

日本の歴史と世界の歴史との関連や、過去と現在を結びつけるような資料や多面的・多角的な見方ができる資料を用

いて歴史を概観させた。また、公民的分野では、経済の循環、市場経済のしくみ、為替相場の変動、循環型社会、日

本の選挙制度や地方公共団体のしくみや基本的人権や国民の義務などに関する基礎的な知識・理解と、現実の社会的

事象を通して資料を正しく読み取る力を問う問題や思考・判断し、表現させる設問を取り入れた。 
 

■正解（別紙） 
 

■正答率・部分正答率（％） 

 

 

 

大

(2) (3) (4) (1) (3) (4) (5)

① ② ① ② ① ② ① ②

83.2 64.5 53.7 55.1 72.7 82.9 23.9 60.4 35.1 65.4 46.3 77.0 73.8 87.2 48.1

5.0 9.1

小
(1)

正答率

部分正答率

社
　
会

番
号

１ 2

(5) (2) (6)

(1) (2) （3） (4) (5) (7) （1） (2) （3） （4） （5） （6） （7） (8)

① ②

47.8 10.0 14.6 59.2 59.7 39.8 15.7 46.7 68.3 17.5 65.1 61.0 70.9 85.4 73.6 59.7

6.8

３ 4

(6)

(1) (2) (3) (4) (5) （2） （3） （4） （5） （6）

① ② ① ②

76.5 75.0 62.9 38.3 38.1 64.3 63.5 93.8 87.7 81.8 31.0 52.8 59.2 100.0

8.0 10.2

5 ６

(6) (1)


